
 13日、上野公悦議員が一般質問に立ち、

いわゆる103万円の壁問題などについてただ

しました。 

 103万円の所得税非課税限度額が178万円

に引き上げられると、当市では約30～40億

円の税収が減ることになり、これに伴う普

通交付税額の増加を見込んでもなお7.5～10

億円程度の減収になると試算しているとの

ことです。 

 次に、マイナンバーカードの交付数をた

だしたところ、10月現在で15万5,326枚で、

人口に対する交付率は84.9％、死亡や転出を

除いた所持率は79.8％とのことです。 

 また、マイナンバーカードを保険証とし

て登録した人数は、国が発表した国全体の

登録状況81.2％を当市にあてはめると11万

7,141人と試算しているほか、登録率は、国

民健康保険が71.1％、後期高齢者医療制度が

65.0％とのことです。 

 なお、登録していない人には、来年夏に

資格確認書が交付され、今までの保険証と

同じように使えます。そこで上野議員は、

｢登録した人も含めて、全員に交付すべき

だ｣とただしましたが、市長は｢国の運用

上、できない｣と拒否しました。 
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連 上野 公悦 ( ) 
絡 橋爪 法一 (吉川区代石) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 
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 上越地域医療センター病院は、上越市民、特に高田地域の市民にとって、旧国立病院の時代

から、南高田の地になくてはならない命と健康の拠り所として頼りにされてきました。 

 その後、施設の老朽化や、医療技術の発展に伴う最新設備設置の不都合などから、一刻も早

い新病院の建設が求められる中、平成３０年には「上越地域医療センター病院基本構想」、令

和２年には「同基本計画」が発表され、また現在地での建設が決まり、今年度予算では基本設

計の費用も計上される予定でした。 

 ところが、今議会において市は突然、病院の財政環境が極めて厳しくなっていることから、

「地域医療構想の議論も進捗せず、国県の補助金なども確実に見込めないので、現時点では改

築には着手できないと判断した」と発表しました。 

このことは、現在地での早期建設を悲願にしてきた多くの市民にとって寝耳に水の発表であ

り、地元住民のみならず、新病院に期待しているすべての市民に失望感を与えたことは否めな

い現実です。 

 市は、今後２年程度で医療を取り巻く国の政策が好転するのではないかというようなことを

述べていますが、この希望は必ずしも叶えられるものではありません。 

 また、老朽化した病院での診療を続けることは、受診する市民の利便性に支障をきたしかね

ないだけでなく、日頃市民の健康維持のために懸命に奮闘している医師、看護師をはじめとし

た病院スタッフのモチベーションの喪失にもつながりかねません。 

 ついては、市として、一刻も早く基本設計に着手し、早期建設に資することを求めます。 

 以上、決議します。 
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＜日本共産党議員団＞ 上野公悦(頸城)、橋爪法一(吉川)、平良木哲也(上中田) 

＜市 民 ク ラ ブ＞ 熊倉隆将(中門前２)、山本佳洋(吉岡)、高山ゆう子(門田新田)、小林和孝(大豆１)、こんど

う彰治(大貫１)、本城文夫(南本町３) 

＜無 所 属＞ 伊﨑博幸(大貫１)、宮越馨(東城町３)、丸山章(清里)、滝沢一成(北城町２) 

＜つ な ぐ＞ 平原留美(大和５)、関川信之(黒井) 

反
対 

16  

人 

＜久 比 岐 野＞ 降旗太地(高土町３)、大島美香(本町１)、草間和幸(頸城)、安田佳世(住吉町)、ストラットン

恵美子(大潟)、橋本洋一(板倉)、飯塚義隆(三田新田)、江口修一(港町１) 

＜つ な ぐ＞ 滝澤陽一(柿崎)、宮﨑朋子(三和) 

＜み ら い＞ 牧井邦生(春日野２)、髙橋浩輔(仲町６)、櫻庭節子(牧)、石田裕一(浦川原) 

＜公 明 党＞ 西沢智子(中田原)、山田忠晴(大潟) 


